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Expressions of SH3BP5, LM03, and SNAP25 in diffuse large B-cell lymphoma 

cells and their association with clinical features 

著者らは論文において下記の内容を述べている。

びまん性大細胞型 B細胞リンパ腹（diffuselarge B-cell lymphoma; DLBCL）は

臨床病理学的および遺伝子学的に不均ーな疾患群である。以前、我々はDLBCL,not

otherwise speci五ed(NOS）の予後不良サブグループのひとつである CD5陽性（CD5+)DLBCL 

を特徴づける遺伝子セットを同定した。我々はこの辿伝子セットの中に CD5+DLBCLを含む全

DI;BCLにおいてアグレッシブな臨床病態と関連する遺伝子が含まれていると考え、 DLBCL,

NOSを対象としてその候補遺伝子のタンパク発現と臨床所見との関連を検討した。

我々の CD5+DLBCL遺伝子セットから 10個の遺伝子 （SH3BP5,LM03, SNAP25, SYT5, 

SV2C, CABPl, FGFJ, FGFR2, NEURODJ, S臼V2）を選んで凍結切片を用いた免疫組織化学によ

りそれらのタンパク発現を検討した。 DLBCL,NOS 28例のリンパ腫検体を用いた予備的検討に

おいて、 SH3BP5、LM03およびSNAP25についてのみそれらの発現陽性例を確認したため、こ

れら 3抗原の発現に関してDLBCL,NOS計 187例において検討した。その結果、腫湯細胞にお

ける陽性割合はSH3BP5で 60%(103/173）、 LM03で 34%(59/175）、 SNAP25で 46%(77/168) 

であった。いずれのタンパク発現も CD5発現と関連しており、 ABCDLBCLではSH3BP5発現

のみが有意に高率で、あった。追跡調査可能で、あったDLBCL,NOS患者170人において、 SH3BP5

陽性群は陰性群と比較し高齢発症で進行期例が有意に多く、 LM03陽性群は診断時の

performance statusが有意に不良であった。

観察期間中央値 82か月における DLBCL,NOS患者 170人の overallsurvival (OS）は、

SH3BP5陽性群およびLM03陽性群で陰性群と比較し有意に不良であった。初回治療別のサブグ

ノレープ解析では、化学療法単独群でのSH3BP5陽性群およびLM03陽性群の予後が陰性群と比較

し不良である傾向がみられたものの、リツキシマブ併用化学療法群ではいずれの群も OSに有意差

を認めなかった。 SNAP25タンパク発現に関しては、治療前臨床所見と予後との聞に有意な関連

を認めなかった。



本研究は、 DLBCL細胞における SH3BP5、LM03およびSNAP25タンパクの発現を初めて確

認したものである。また、 SH3BP5およびLM03タンパクの発現は、 DLBCL,NOSにおけるい

くつかのアグレツシブな治療前臨床所見と関連することも示した。これらの点から、本研究は学

術上極めて有益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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